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　昆虫類の第11腹節の付属肢である尾毛は、無翅昆虫類
から多新翅類に至る系統において発達し、後方の機械感
覚受容器として、反射的な逃避行動を支えている
（Edwards and Reddy 1986）。しかしながら、より派生的
な新生類（＝準新翅類＋完全変態類）において尾毛は退
化傾向にあり、準新翅類では完全に欠失する。完全変態
類における尾毛の形質状態はグループごとに異なるが、
Beutel et al.（2011）は完全変態類の幼虫の形態学的なグ
ラウンドプランとして尾毛を欠くとしている。一方、完
全変態類の原始系統群である膜翅目のヒラタハバチ科の
幼虫は第11腹節に顕著な一対の突起を保持しており、
Pieronek（1979）はこの構造を“尾毛”と呼称している。
膜翅目の最原始系統群の一つであるヒラタハバチ科にお
いて尾毛様の構造がみられることは、完全変態類全体の
グラウンドプランを理解する上で重要である。しかしな
がら、この尾毛様構造と尾毛の相同性に関してはこれま
で発生学的に検証されてこなかった。以上の背景から、本
研究ではヒラタハバチ科のツヤヒラタハバチOnycholyda 
lucidaの尾毛様構造の発生過程を詳細に観察し、尾毛と
の比較検討および相同性の検証を行った。
　ツヤヒラタハバチの尾毛様構造は、頭部・胸部付属肢
の形成以降のステージ 8において、第11腹節後側方の基
肢節領域に一対の原基として形成される。その後、胸部
付属肢の分節が起こるステージ10において分節・伸長し、
3分節した一対の突起として完成する。また、尾毛様構造
の原基形成および分節時期は、無翅昆虫類のヒトツモン
イシノミ Pedetontus unimaculatus（Machida 1981）や
多新翅類のヒメガロアムシ Galloisiana yuasai（Uchifune 
and Machida 2005）の尾毛の原基形成、分節時期と一致
する。以上のことから、ツヤヒラタハバチ幼虫の尾毛様

構造は、他の昆虫類の尾毛と同様、第11腹節の付属肢で
あると理解できよう。同様の構造は、広腰亜目ハバチ科
のカブラハバチ Athalia rosaeにおいても、胚発生期に
生じる一時的な突起として観察されており、幼虫尾毛の
保持は、広腰亜目、ひいては膜翅目の潜在的なグラウン
ドプランである可能性が示唆される（Oka et al. 2010）。
膜翅目の原始系統群における幼虫尾毛の保持は、完全変
態類の初期状態を類推する上でも極めて重要であるの
で、膜翅目内における広範かつ詳細なさらなる検討が望
まれる。
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